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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成
に要する期

間

1 2

コロナ禍収束を見据え、以前のような地域住民
や学生、子供達との交流再開の実践に期待す
る。

利用者様が、地域住民の方達や地域の学
校とつながりながら暮らしていけるように、
日常的に交流していく。

地域の行事に参加し、又ホームの行事には地
域の方達に参加して頂き、相互交流を深めて
いく。地域の学校や幼稚園と関わりの機会を持
ち、利用者様が幅広い世代と交流できるように
務める。

1年

2 35

非常時（火災発生時）における避難場所の周知
を、家族に行えていない。地震時の避難場所が
地域の小学校である事は、数年前に文書にて
伝えているが、年に一回程度は周知した方が
良い。

ご家族様に、非常時の避難場所を伝える。 運営推進会議時に、ご家族様に非常時の避難
場所を伝えると共に、年に1回は文書を出して
ご家族様に非常時の避難場所を周知する。 6ヵ月

3

4

5

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


